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コメント対応

フロントローディング設計トライアル 作業内容およびスケジュール

3Dモデル変更、
環境構築

データベース用資料仕様変更作業

図面承認作業3Dモデルレビュー



①メーカー承認図までeShareでおこなうと船主様とのコメントのやり取りがしづらく、
従来通りExcelでのやり取りとなった。

②ライセンスの問題。船主様が就航後もeShareを使用する場合のライセンス料はどうするか、
などルール作りが必要。

③新船型に本トライアルを当てはめた場合、3Dモデルを完成させる作業期間が必要となり、
かなりの設計前倒し作業が必要。
→もちろんフロントローディングの主旨であるが、機関部に限らず会社、設計部を
巻き込んだ大幅な体制の見直しが必要。

デメリットおよび課題

トライアルの課題対応について

従来のExcelのコメントシートにeShareへのリンクを
付ける形とした。

就航後のeShareライセンスは、
船主様にサブスク形式で購入いただく。

類似船の場合、前船の３Dモデル流用で短期間での対応可能。
変更箇所については、モデルを重ねるなど強調表示を行う事
で分かり易い形とする。



前船からの変更箇所

前船流用時の変更箇所については、
変更後の3Dモデルを重ねる形で配置し、安易な検討が
出来るようにしている。

G/E SCR PUMP UNIT
の外形変更

変更後をオレンジの
モデルで表現





POB Cloudとの連携

全体の進捗
状況の見える化

図面毎の状況、
スケジュールの

見える化

コメントやり取
り/履歴の管理。
メール通知機能

POB Cloud（図面承認システム）eShare


